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【要旨】 
 

認知症患者の増加により、本人はもとより、家族、地域、社会、国家の非建設的な負担

の増大が世界的問題になっている。しかし認知症治療薬の研究も進み、ドネペジルやメマ

ンチンなどが臨床現場で使用されるようになった。我々は漢方薬「抑肝散」が神経症、う

つ病、不眠症、幼児夜泣きなどの適用で使用され、神経疾患に対する有効性、認知症に対

する可能性も報告されていることに着目した１, ２, ３。また、肝機能や腎機能の保護が脳

の活動に大きく影響するという古くからの報告も併せ、抑肝散の脳に対する効果があるの

は偶然なのかということに疑問を持ち、抑肝散以外で更に、肝機能を確実に調整し養護効

果を持つものがあれば、脳の機能衰退を阻止、緩和、改善、脳の変性前に、未病の時期で

有効な対策につながる可能性があると考えた。実現すれば、家庭、地域、社会、国家に対

して大変積極的な意味がある。このような観点で我々はまず、肝臓と脳に関する古典文献

とその研究状況を調査した。 

 

【はじめに】 

 

現存疾病の種類は幾つかに分れる。：エイズ、A、B、C 型などウィルス性肝炎、コロナ

など各類ウィルス、細菌感染の病因で生じる感染症、伝染病。これは病因が明確になって

おり、体外から感染阻止、又、感染後のウィルス、細菌の悪影響を粉砕するのが主要な予

防、治療法である。 

これら以外に、聖路加国際病院の日野原重明先生等先輩から生活習慣病と定義された高

血圧、心筋梗塞、脳梗塞、糖尿病があり、がんの病因は生活習慣であると指摘されてい

る。これら疾病の病状の改善、管理方法の進歩が明確になっているが、生活習慣の範囲、

種類、時期とこれらの慢性疾病（急発症もある）の因果関係の究明と病因の解消は多学

科、多業種、広範囲の研究、検証が欠かせない。 

其々の生活習慣が原因で致命的な疾病に発症、確定まで長い時間がかかる。この疾病発

症までの間は「未病」期間であり、言わば、健康から病気へ転落進行の過程の途中であ

る。 
病気になったら治療より、なる前、なる途中でも発症のリスクを軽減し、病因の解消の

為に、養生を着手努力すべき、と言う価値観を強く呼びかけたのは 300 年前の江戸時代の

超長寿者貝原益軒であった。貝原益軒８３歳、辞世 1 年前に全身全霊で書いた名著『養生
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訓』の中に、養生の目標を達成する為に、思、行、食、住、衣５つ分野の調整、実践に工

夫をすれば「未病」期間を効果的に伸ばすことが出来ると貝原益軒自身が実証したことを

筆者は整理して述べた４。 

 
更に、現代が長寿社会になり、人体生命は終点を迎える自然成長過程中、もう一つ無視出

来ない非感染症、非生活習慣病の疾病、認知症が存在する。認知症患者の増加により、本

人はもとより、家族、地域、社会、国家の非建設的な負担の増大が益々世界的問題になっ

ている。 

 

我々は、１）古典文献ではどのように抑肝散が記載されているか、２）現代の研究情報

データベースを使い抑肝散の、養生の視点から認知症の病因解消の可能性、或いは認知症

「未病」の対策可能性の探索と検証を行った。 

 

 

【1. 古典文献に見られる肝臓と脳の関係】 

 

 

１－1、『辯證錄』卷三目痛门５ 

著名な医師であった陳士鐸らの作.字遠公,號敬之,清。別名『辨證冰鑒』成書約為 1687

年. 
 

図１. 『辯證錄』卷三目痛門（注：早稲田大学蔵） 
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（原文）：腦氣不足肝應之，，，，，，治法必須大補其肝氣，使肝足以應腦，則肝氣足而

腦氣亦足也，，，，，，蓋腦氣不足，而邪得以居之，不祛邪而單補其精於腦氣，正無益

也，治肝正所以益腦也。 

 

（意訳）：脳の衰弱は肝から対応すべき，，，，，，治療法は肝臓の元気さを補足する事に集中

すべき。肝臓の活性化が脳のニーズに達すれば、脳の活性化も達成できる。 

脳の元気さが足りなければ、邪気（元気の阻害、衰退増進の要素）が潜在化する可能

性。邪気（元気の阻害、衰退増進の要素）を排出しなければ、脳の活性化だけを補強する

意味がない。肝臓治療に着手する本当の価値は、脳に大きな利益をもたらす。 

 

1-2. 宮廷病院院長であった钱镜湖は『新编 辨証奇聞』６を再版した。 

 

図２. 『新编 辨証奇聞』 （注：香港中文大学図書館蔵） 
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（原文）：腦氣不足，則肝之氣應之，肝氣太虛不能應腦，，，，，，治之法，必須大補其

肝氣，使肝足以應腦，則肝氣足而腦氣亦足也。 

 

（意訳）：脳の元気さが足りなければ、肝臓に元気を補強する。肝臓の元気が虚弱すぎる

と脳に影響する。治療方法は先ず肝臓の元気さを充実させ、補強し脳に対応できるように

する。肝臓が元気になれば脳も元気になれる。 

 

 

1-3. 『醫學衷中參西錄』（又『衷中參西錄』，元軍医の张锡纯著，初刊 1918―1934 年间）

第五期第三卷７ 論肝病治法： 

図３．（注：中国大陸、台湾の多数の出版社から再版、保存された） 
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（原文）：舉凡驚癇，癫狂、眩晕、腦充血諸証西人所謂腦氣筋者，皆與肝經有涉。盖人之

腦氣筋發源于腎，而分派于督脈．．．．．．肝原主筋，肝又為腎行氣，故腦氣筋之病實與

肝臟有密切關係也。．．．．．．而腦氣筋亦自循其常度，不至有种种诸病也」 

 

（意訳）：驚風（驚いて痙攣），狂気、癲癇、眩暈、脳充血など西洋医学の脳の病気の指摘

は、実は肝臓の経絡との関係がある。人間の脳の経絡の起源は腎にあり、督脈（中枢神経

に当たる）に分流、肝は主に筋に影響するが、腎気の流れもサポートする。．．．．．．従って

脳の病変は肝臓との関係が実に密接にある。．．．．．．肝機能バランスの調整に集中すれば、

脳の病状は自然に落ち着く。後遺症、併発症も回避できる。 

 

【2. 抑肝散関連データベース検索】 

 

古典処方された著名な肝機能調整漢方薬「抑肝散」は使用されている歴史が長く、その

有効性と安全性は長期にわたり実証されている。中国の明時代（1368－1644 年）の名医

薛己（せつき）による小児肝機能興奮を抑え、調整する為の処方である。 

処方構成は、柴胡（さいこ）、茯苓（ぶくりょう）、白朮（びゃくじゅつ）、甘草（か

んぞう）、当帰（とうき）、釣藤鈎（ちょうとうこう）、川芎（せんきゅう）の 7 種類。 

本邦では江戸時代から小児だけでなく、成人の精神神経症状全般に用いられており、最

近で   は徘徊や易怒性（怒りっぽさ）など認知症の周辺症状である「行動・心理症状

（BPSD）」の改善に活用されている８。また、錯乱、幻覚、妄想などといった手術後に発生

する精神障害「術後せん妄」の予防にも用いられ、この他にパーキンソン症候群に対する

効果も報告されている９。 

また抑肝散の文献を調べると、漢方復権に尽力し、本邦に於ける東洋医学の発展に大き

く貢献した大塚 敬節１０や原敬二郎１１によっても研究されている。 

近年では、日本の医療現場から「抑肝散」の適用範囲は肝機能調整、治療以外、確実に

拡大しており、特に精神面異常、認知異常、心身異常などに効果的であると数多く学会で

紹介されている現象は注目に値する１２, １３, １４, １５, １６, １７, １８, １９, ２０, ２１, ２２, 
２３, ２４, ２５, ２６, ２７, ２８, ２９, ３０, ３１, ３２, ３３, ３４, ３５,  ３６, ３７, ３８。 

 

 次に日本語論文や海外の学会抄録等もカバーしている各データベースを、抑肝散と、そ

の関連するキーワード、脳、肝機能、神経で検索した結果を示す（2024年 9 月 30日に検

索実施）。 

 

 
 

医中誌Web： 2020年〜2024年

キーワード ヒット

脳関連 15

肝機能関連 1

神経関連 33

抑肝散：99　
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【考察と啓示】 

今回の調査で古典文献にみられる脳と肝臓の関係からも、脳を直接ターゲットとするの

ではなく肝臓をターゲットにできることも明確に指摘できた。 

 
これらの情報を整理すると以下の様にまとめることが出来る。 

1. 肝機能調整効果は脳に影響するという古典文献の認識、指摘は確実である。 

2. 現代社会でもその有効性の認識が共有できる。 

3. 「抑肝散」には肝機能調整、保護の効果があるが、肝機能調整、保護以外の効果も数

多くある。 

4. その効果の中に、認知症に関連する効果が存在する可能性がある。 

5. 「抑肝散」以外の漢方製品は肝機能調整に効果があれば、認知症に対する関連効果も

示す可能性がある。 

6. 肝機能正常化維持と増進効果があれば、脳機能、認知症の「未病」に増進効果が期待

できる。 

 

今後は抑肝散の認知機能関連への影響や、肝機能調整に効果があると報告されている抑

肝散以外の漢方製品の評価も進める。 
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